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衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
平
成
十
八
年
度
内
に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
公
約
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、「
平
成
十
九
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
」（
平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日
閣

議
決
定
。
以
下
「
基
本
的
態
度
」
と
い
う
。
）
に
沿
っ
て
、
「
成
長
力
強
化
に
向
け
た
改
革
を
加
速
・
深
化
さ
せ
る
」
こ
と
と

し
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
は
、
物
価
安
定
の
下
で
の
民
間
主
導
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
、
一
体
と
な
っ
た

取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
た
経
済
の
姿
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
態
度
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
実
質

成
長
率
が
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
消
費
者
物
価
指
数
の
変
化
率
が
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
る
と
見
通
し
て
い
る
。

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
経
済
成
長
と
財
政
再
建
の
両
立
に
努
め
、
安
易

な
財
政
出
動
に
頼
ら
な
い
安
定
的
な
経
済
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
本
年
二
月
二
十

一
日
の
日
本
銀
行
に
よ
る
政
策
金
利
の
引
上
げ
は
、
中
長
期
的
に
、
物
価
安
定
を
確
保
し
、
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
に
貢
献
す
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

平
成
十
年
か
ら
平
成
十
七
年
に
か
け
て
、
世
界
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
日
本
の
比
率
が
低
下
し
て
い
る
主
な
要
因
と
し

一



て
は
、
世
界
経
済
が
順
調
に
成
長
す
る
中
で
、
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
名
目
成
長
率
が
相
対
的
に
低
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
年
度
の
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本

方
針
」
や
「
構
造
改
革
と
経
済
財
政
の
中
期
展
望
」
等
に
基
づ
き
、
適
切
な
経
済
財
政
運
営
に
努
め
て
き
た
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
政
府
の
経
済
財
政
モ
デ
ル
」
等
の
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
は
、
誤
差
を
伴
う
た
め
、
相
当
の
幅

を
も
っ
て
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
実
の
経
済
政
策
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る

計
算
結
果
を
参
考
と
し
つ
つ
も
、そ
の
時
々
の
経
済
状
況
等
を
十
分
に
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
在
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
経
済
成
長
と
財
政
再
建
の
両
立
に
努
め
、
安
易

な
財
政
出
動
に
頼
ら
な
い
安
定
的
な
経
済
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
経
済
財
政
運
営
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
安
定
し
た
経
済
成
長
を
続
け
、
経
済
社
会
の
各
層
に
雇
用

拡
大
や
所
得
の
増
加
と
い
う
形
で
成
長
の
成
果
を
広
く
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち
、
よ
り
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


